
 

 

 

 

 

  

  

  

     

 

  

 

 

           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
 

 

区 域 内 道 路 が 開 通 し ま し た ! 

南目垣・東野々宮町地区 

まちづくりニュース 
発行：茨木市南目垣・東野々宮土地区画整理組合 

ニュース 

レター 

No7 

令和４年７月２８日（木）、第一回使用収益の開始（農地・事業ゾーン）並びに区域内道路の 

開通を記念して、「茨木市南目垣・東野々宮土地区画整理事業 道路開通記念式典」を開催しま

した。 

当日は晴天の中、福岡市長・足立副市長を始めとする関係の皆様の多数の御臨席のもと、新

しい区域内道路上にて、テープカット・通り初めを執り行いました。 

 

この度、当事業は大きな節目を迎える事が出来ましたが、ここまでの歩みを振り返りますと、

組合設立後ほどなくして、新型コロナウィルスの世界的な感染拡大という未曾有の事態が発生

し、更に本年２月にはロシア・ウクライナ間での戦争が勃発し、その影響で日本においても建

設資材の高騰・品不足が発生する等、不安定な社会情勢により、組合運営・工事の施工共に大

きな制約を強いられる中での事業運営となりました。 

そうした困難な状況下ではありましたが、当初よりお示ししておりました事業スケジュール

を遅延させる事なく、第一回使用収益の開始並びに区域内道路の開通を実現できた事は、ひと

えに関係各位のご尽力、そして地権者の皆様のご協力の賜物であり、深く御礼申し上げます。 

 

この度の道路開通により、いよいよ当地区においても本格的な「まちづくり」に向けた第一

歩を踏み出す事となります。今後も事業の円滑な推進に向け、組合役員一同取り組んでまいり

ますので、引き続き皆様のご支援とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

令和４年８月発行 

令和４年 7 月 28 日（木）道路開通記念式典 テープカット 



・ 

《連絡先》    

茨木市南目垣・東野々宮土地区画整理組合 

〒567-0837 茨木市南目垣一丁目 810 番地 TEL:072-646-6813 FAX:072-646-6814 

※右側の QR コードより組合の Facebook ページを閲覧できます。  

第８回総会について（令和 4 年 7 月 16 日（土）開催） 

令和 4 年 7 月 16 日（土）「茨木市南目垣・東野々宮土地区画整理組合第８回総会」を開催し、 

  議決事項「令和３年度収支決算（案）」については、賛成多数により可決されました。 

 （当日参加者による挙手並びに議決権行使書及び委任状による賛成１３２名） 

 

  また報告事項として「①まちの愛称決定」「②今後の事業スケジュール」「③進出事業者の状況」の 

３点についてご報告させて頂きました。（①については下記記事をご参照下さい） 

　１　収入の部 総会可決

款 項
総予算額

①

令和３年度決算額

④

令和４年度予算額

⑤

令和４年度までの

予算執行見込額
⑥（②＋③＋④＋⑤）

補助金 市補助金 810,000,000 140,750,000 140,750,000 669,250,000

借入金 借入金 6,767,000,000 378,343,061 2,883,807,890 6,711,024,228

諸収入 預金利息 68,201 1,200 86,556

7,577,000,000 519,161,262 3,024,559,090 7,380,360,784

令 和 ３ 年 度 迄 の

決 算 済 総 額
4,355,801,694

合 計

道路ウォーキング・まちの愛称表彰式について（令和 4 年 7月 23 日（土）開催） 

令和 4 年 7 月２３日（土）、区域内道路開通に先立ち「道路ウォーキング」 を開催しました。 

本イベントは、７月 28 日（木）の道路開通前に、区域内道路を自由に歩いてもらい、 当地区の今の状況を

見て頂こうという趣旨で企画を行ったものです。当日は約 100 名の方にご来場頂き、当地区の整備状況や

ニトリ・ビバホーム・アルファリンク（GLP）の建設予定地を見て頂きました。 

 

また同日のイベント開催前に、一般投票により決定したまちの愛称「イコクルいばらき」の考案者である

古川結（ふるかわゆい）さんにお越し頂き、表彰式を実施しました。 

愛称の「イコ」には茨木市民がこのまちにいく、足を運ぶという意味、「クル」には物流が盛んになる、物

を回すという願いを込めてクルクルという言葉をイメージされたとの事でした。 

この愛称が当地区を示す新たな愛称として、多くの方に親しんで頂けるよう願っております。 

  


